
稲取銀水荘で旅館大学セミナー

　「食事の集中化」解説　
リ
ョ
ケ
ン

ス
タ
ン
プ
帳
招
待
を
全
日
程
で

日
本
秘
湯
を
守
る
会
　
第

回
定
時
社
員
総
会
開
催

日
本
刀
の
義
の
心
伝
え
る


日
か
ら
イ
ベ
ン
ト
開
催

坐
漁
荘

宮
古
島
で
ロ
ー
カ
リ
ン
グ

　
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
リ
ゾ
ー
ト
開
業

ルーグー

加
賀
エ
リ
ア
観
光
タ
ク
シ
ー

「
加
賀
の
國
　

観
光
グ
ラ
ン
キ
ャ
ブ
」

加
賀
温
泉
郷
協
議
会

（
努
力
賞
）

人に優しい地域の宿づくり賞
全旅連　第回

⑲

割
烹
の
宿
　

櫻
家（
新
潟
県
・

弥
彦
温
泉

）

川
上
　
憲
太
郎
さ
ん

９８３

女性と子どもに優しい

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
誘
客
拡
大

写
真
投
稿
キ
ャ
ン
ペ

か
ら
く
さ
ホ
テ
ル
ズ

宴
会
場
２
室
を

今
春
オ
ー
プ
ン

ヒ
ル
ト
ン
大
阪

　
こ
の
欄
は
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活

衛
生
同
業
組
合
連
合
会
主
催
の
第


回
「
人
に
優
し
い
地
域
の
宿
づ
く
り

賞
」
（
厚
生
労
働
省
後
援
）
に
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
各
賞
を
受
賞
し
た
、
全

て
の
人
に
優
し
い
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
旅
館
・
地
域
の
先
進
例
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
粟
津
、
片
山
津
、
山
代
、
山
中
の

各
温
泉
旅
館
協
同
組
合
な
ど
で
組
織

す
る
加
賀
温
泉
郷

協
議
会（
石
川
県
）

は
、
高
級
車
を
利

用
し
た
観
光
ガ
イ

ド
タ
ク
シ
ー
「
加
賀
の
國
　
観
光
グ

ラ
ン
キ
ャ
ブ
」
を
導
入
し
た
。
「
ゆ

と
り
あ
る
特
別
な
旅
」を
テ
ー
マ
に
、

北
陸
新
幹
線
の
グ
ラ
ン
ク
ラ
ス
の
乗

客
ら
を
メ
イ
ン
に
、
利
用
を
提
案
し

た
。

　
車
は
ト
ヨ
タ
ア
ル
フ
ァ
ー
ド
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
（
７
人
乗
り
）
の
最
上
級

グ
レ
ー
ド
、
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ウ

ン
ジ
を
使
用
。
革
張
り
シ
ー
ト
、
フ

リ
ー
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
旅
行
ガ

イ
ド
を
装
備
し
、
乗
客
が
快
適
に
旅

を
楽
し
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
高

齢
者
、
障
害
者
も
乗
り
降
り
が
楽
な

サ
イ
ド
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
仕
様
車
も
用

意
。
観
光
の
教
育
を
受
け
た
ド
ラ
イ

バ
ー
が
乗
客
を
案
内
す
る
。

　
料
金
は
最
初
の
１
時
間
が
９
３
０

０
円
で
、
以
降

分
ご
と
に
４
６
５

０
円
。
駅
か
ら
旅
館
ま
で
の
足
と
し

て
、
ま
た
大
切
な
人
へ
の
サ
プ
ラ
イ

ズ
、
１
日
貸
し
切
り
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
用
途
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
加
賀
温
泉
郷
や
、
そ
の
周
辺
を
巡

る

の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
も
設
定
。

「
ニ
ッ
ポ
ン
の
文
化
再
発
見
の
旅
」

「
芭
蕉
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
」
な
ど

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
を
そ

ろ
え
て
い
る
。
２
時
間
コ
ー
ス
１
万

４
千
円
な
ど
、
通

常
よ
り
割
安
な
料

金
で
設
定
し
て
い

る
。

　
―
―
「
割
烹
の
宿
」
と

名
が
付
い
て
い
ま
す
が
、

料
理
に
力
を
入
れ
て
い
る

の
で
す
か
。

　
「
新
潟
の
旬
の
素
材
を

使
っ
た
会
席
料
理
を
お
出

し
し
て
い
ま
す
。
近
く
の

漁
港
に
あ
が
っ
た
新
鮮
な

魚
介
類
を
刺
し
身
や
焼
き

物
な
ど
、
お
客
さ
ま
の
要

望
に
合
わ
せ
て
調
理
し
て

い
ま
す
。
プ
ラ
ン
に
よ
っ

て
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
を
付

け
た
り
、
お
客
さ
ま
を
飽

き
さ
せ
な
い
工
夫
を
し
て

い
ま
す
」

　
―
―
女
性
や
子
ど
も
向

け
プ
ラ
ン
が
充
実
し
て
い

る
よ
う
で
す
が
。

　
「
近
く
に
弥
彦
神
社
が

あ
り
、
お
子
さ
ま
の
節
句

な
ど
で
多
く
の
人
が
お
越

し
な
り
ま
す
。
そ
の
方
々

に
向
け
て
日
帰
り
を
含
め

た
プ
ラ
ン
を
充
実
さ
せ
て

い
ま
す
。
若
女

将
手
作
り
の
ケ

ー
キ
が
あ
り
、

お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
付
き
で

出
す
と
喜
ば
れ

ま
す
。
近
く
に

工
業
団
地
が
あ

り
、
そ
の
宴
会

や
接
待
の
お
客

さ
ま
が
多
か
っ

た
の
で
す
が
、

今
は
そ
ち
ら
の

方
に
シ
フ
ト
し

て
い
ま
す
」

　
―
―
温
泉
は
。

　「『
弥
彦
湯
神
社
温
泉
』

と
い
い
、
泉
質
は
ア
ル
カ

リ
性
単
純
温
泉
。
低
刺
激

で
、
赤
ち
ゃ
ん
も
安
心
し

て
入
浴
で
き
ま
す
。
子
ど

も
用
の
バ
ス
チ
ェ
ア
や
ベ

ビ
ー
ソ
ー
プ
な
ど
、
お
子

さ
ま
に
優
し
い
グ
ッ
ズ
を

そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
美
肌

の
湯
と
し
て
も
定
評
が
あ

り
ま
す
」

　
―
―
サ
ー
ビ
ス
で
心
掛

け
て
い
る
こ
と
は
。

　
「
お
客
さ
ま
と
の
対
話

が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
神
社
の
こ
と
や
新
潟

の
お
酒
の
こ
と
な
ど
、
地

元
の
こ
と
は
何
で
も
話
せ

る
よ
う
に
と
ス
タ
ッ
フ
に

は
言
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
に
優
し
い
宿
を
う
た
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
子
さ

ま
に
は
必
ず
声
を
掛
け
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
―
―
今
後
は
。

　
「
宿
は
大
正
５
年
創
業

で
す
。
私
で
４
代
目
で
す

が
、
先
頃
、
世
代
交
代
を

し
て
、
ち
ょ
う
ど
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
始
め
た
と
こ

ろ
で
す
」

　
―
―
料
金
は
。

　
「
１
泊
２
食
で
税
別
１

万
２
千
円
か
ら
で
す
」

　
【

室
、

人
収
容
】
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あいさつする星会長

リニューアルを解説する佐野社長

銀
水
荘
に
新
設
さ
れ
た
展
望

ラ
ウ
ン
ジ
「
濤な

み

の
音ね

」

佐
藤
名
誉
会
長

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
　
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｒ

Ｔ
Ｓ
　
Ｉ
Ｚ
Ｕ
―
坐
漁
荘

（
静
岡
県
伊
東
市
、
浮
山
温

泉
郷
）
は
、
特
別
イ
ベ
ン
ト

「
日
本
刀
祭
『
新
選
組
と
名

刀
た
ち
』
」
を

日
に
開
始

す
る
。

　
昨
年
開
業

周
年
を
迎

え
、
２
０
１
９
年
を
新
た
な

半
世
紀
の
始
ま
り
と
し
て
企

画
さ
れ
た
同
イ
ベ
ン
ト
。

「
日
本
刀
に
込
め
ら
れ
た

『
義
の
心
』
と
と
も
に
、
新

た
な
決
意
と
日
頃
の
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
た
い
」
と
担
当
者
は
意

気
込
み
を
語
る
。

　
期
間
中
、
特
別
展
示
と
し

て
館
内
刀
剣
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
義
の
心
」で
新
選
組
局
長
、

近
藤
勇
の
愛
刀
「
虎
徹
」
、

副
長
、
土
方
歳
三
の
愛
刀

「
兼
定
」
を
展
示
。
新
選
組

に
ま
つ
わ
る
貴
重
な
刀
を
二

振
り
同
時
に
鑑
賞
で
き
る
貴

重
な
機
会
だ
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
は
、多
言
語
音
声
ア
プ
リ
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
坐
漁
荘
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
ガ
イ
ド
も
実

施
す
る
。

　
そ
の
ほ
か
、

日
に
は
本

物
の
日
本
刀
に
よ
る
試
し
斬

り
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
予
定
。

道
着
の
着
付
け
、
練
習
用
の

模
擬
刀
で
の
構
え
や
刀
の
抜

き
方
（
抜
刀
）
・
納
め
方

（
納
刀
）
の
稽
古
、
真
剣
で

の
試
し
斬
り
が
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
特
別
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
期

間
は

日
か
ら
３
月

日
ま

で
と
な
っ
て
お
り
、
期
間
限

定
の
宿
泊
プ
ラ
ン
や
日
帰
り

プ
ラ
ン
も
販
売
す
る
。

　
日
本
秘
湯
を
守
る
会
（
佐

藤
好
億
名
誉
会
長
、
星
雅
彦

会
長
）
は

月

日
、
第


回
定
時
社
員
総
会
を
静
岡
県

・
熱
海
温
泉
の
大
観
荘
で
開

催
し
た
。
総
会
に
は
１
７
８

人
の
社
員
か
ら

人
が
出

席
。
全
社
員
に
よ
る
ス
タ
ン

プ
帳
招
待
券
の
全
日
程
で
の

参
加
な
ど

年
度
事
業
計
画

案
や

年
度
の
事
業
の
報

告
、
収
支
予
算
案
の
承
認
な

ど
が
行
わ
れ
た
。

　
冒
頭
、
星
会
長
は
「
過
去

に
は
他
の
旅
行
会
社
で
も
同

じ
よ
う
な
会
が
あ
っ
た
が
、

一
つ
た
り
と
も
残
っ
て
い
な

い
。
会
に
は
親
戚
の
よ
う
な

雰
囲
気
が
あ
る
ほ
か
、
皆
が

同
じ
ス
テ
ー
ジ
で
言
い
合
え

る
雰
囲
気
、連
帯
感
が
あ
る
。

今
後
は
、
時
代
を
生
き
抜
く

た
め
の
知
恵
を
出
し
合
い
前

に
進
む
と
と
も
に
、

世
紀

ま
で
つ
な
げ
る
人
材
を
育
て

て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

佐
藤
名
誉
会
長
は
「
人
口
が

減
少
し
、
求
人
対
策
が
追
い

付
か
な
い
中
、
事
業
承
継
は

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
会
を

含
め
、
未
来
に
ど
う
つ
な
げ

る
か
、
何
を
残
す
か
を
早
急

に
対
策
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
語
っ
た
。

　

年
度
の
事
業
報
告
で

は
、
５
月

日
に
東
京
都
有

楽
町
朝
日
ス
ク
エ
ア
で
開
催

し
た
朝
日
旅
行
と
の
温
泉
文

化
を
一
般
客
に
伝
え
る
共
催

イ
ベ
ン
ト
（
約
２
２
０
人
参

加
）
の
実
施
や
、
台
湾
で
６

万
部
以
上
の
販
売
が
さ
れ
て

い
る
文
化
探
求
雑
誌
「
秋
刀

魚
」
や
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

「
ゆ
～
ゆ
」
へ
の
秘
湯
記
事

の
掲
載
な
ど
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

　

年
度
の
事
業
計
画
で

は
、
①
ス
タ
ン
プ
事
業
の
推

進
②
出
版
物「
日
本
の
秘
湯
」

の
第

版
の
作
成
進
行
③
公

式
ウ
ェ
ブ
予
約
サ
イ
ト
で
の

販
売
促
進
④
各
種
研
修
会
の

開
催
⑤
朝
日
旅
行
と
の
新
商

品
の
展
開
⑥
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
―
な
ど
を
発
表
し
、
議
論

し
た
。

　
ス
タ
ン
プ
事
業
で
は
、


年
４
月
か
ら
土
曜
、休
前
日
、

特
定
日
を
含
め
た
年
間
３
６

５
日
の
受
け
入
れ
を
全
社
員

が
参
加
し
て
ス
タ
ー
ト
す

る
。
販
売
促
進
で
は
、
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
宿
が
最
低

１
プ
ラ
ン
１
室
の
継
続
掲
載

を
行
い
、
る
る
ぶ
の
サ
イ
ト

に
も
反
映
し
、
複
数
チ
ャ
ネ

ル
を
使
用
し
て
販
売
を
拡
大

す
る
。
研
修
は
、
女
将
、
次

世
代
、
半
年
営
業
の
宿
、
山

の
宿
な
ど
を
対
象
と
し
た
勉

強
会
を
開
催
す
る
。
朝
日
旅

行
と
の
連
携
で
は
、
「
伝
承

者
シ
リ
ー
ズ
」
「
女
性
限
定

秘
湯
め
ぐ
り
」
「
秘
湯
に
泊

ま
っ
て
〝
に
ほ
ん
の
里
１
０

０
選
〟
を
訪
ね
る
」
ツ
ア
ー

が
催
行
率
１
０
０
％
と
な
っ

て
お
り
、
さ
ら
に
商
品
群
の

開
発
、販
売
拡
大
を
進
め
る
。

　
社
員
か
ら
は
、割
引
ク
ー

ポ
ン
の
使
用
エ
リ
ア
拡
大
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
刷
新
、招

待
客
の
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
の

対
策
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
販
売
、海
外
旅
行

博
で
の
広
報
活
動
の
拡
大
な

ど
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

星
会
長
は「
ウ
ェ
ブ
販
売
が

拡
大
し
て
い
る
。ブ
ラ
ン
ド

を
生
か
し
て
稼
ぐ
た
め
の
対

応
を
し
て
い
く
」と
答
え
た
。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
設
備
投

資
や
改
装
工
事
、社
員
研
修
、

販
売
促
進
な
ど
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
行
う
リ
ョ
ケ
ン

（
静
岡
県
熱
海
市
、
佐
野
洋

一
社
長
）
は

月

、

の

両
日
、
静
岡
県
・
稲
取
温
泉

の
稲
取
銀
水
荘
で
「
旅
館
大

学
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
講
し
、

全
国
か
ら
旅
館
経
営
者
、
幹

部
ら
約
１
５
０
人
が
参
加
し

た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
、
今
回
が

１
６
２
回
目
の
開
催
と
な
っ

た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
初
日
の

日

は
、
２
０
１
８
年
１
月
に
約

７
カ
月
に
わ
た
る
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
が
完
了
し
た
６
階

フ
ロ
ア
を
中
心
と
し
た
館
内

見
学
、
銀
水
荘
の
加
藤
晃
太

副
社
長
、
サ
ー
ビ
ス
部
の
加

藤
重
人
部
長
に
よ
る
講
演
が

行
わ
れ
た
。

　
講
演
に
先
立
ち
リ
ョ
ケ
ン

の
佐
野
社
長
は
「
今
回
の
設

備
投
資
の
柱
は
『
食
事
の
集

中
化
』
。
こ
れ
ま
で
全
室
部

屋
出
し
で
の
食
事
提
供
に
こ

だ
わ
っ
て
き
た
銀
水
荘
に
と

っ
て
は
大
き
な
決
断
だ
」
と

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ
ラ
ン
策
定

の
経
緯
を
解
説
し
、「
今
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
直
面
し

得
る
課
題
と
向
き
合
う
際
の

参
考
に
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
述
べ
た
。

　
加
藤
副
社
長
は
「
次
の
時

代
へ
の
一
歩
！
　
老
舗
旅

館
、
銀
水
荘
の
新
た
な
お
も

て
な
し
と
は
？
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
。「
今
回
の
投
資
は
、

離
職
者
が
相
次
い
だ
こ
と
な

ど
か
ら
、
Ｅ
Ｓ
の
向
上
に
主

眼
を
置
い
て
計
画
し
た
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
中

で
、
従
業
員
へ
正
し
く
『
変

わ
る
こ
と
』
の
目
的
を
伝
え

る
大
切
さ
を
痛
感
し
た
」
と

反
省
を
交
え
て
講
演
し
た
。

　
続
い
て
登
壇
し
た
加
藤
部

長
は
「
設
備
投
資
が
生
み
出

し
た
成
果
と
次
に
つ
な
げ
る

新
た
な
課
題
」を
テ
ー
マ
に
、

サ
ー
ビ
ス
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
変
え
る
過
程
で
生
じ
た
失

敗
な
ど
具
体
的
な
事
例
を
取

り
上
げ
る
と
と
も
に
、
新
た

に
発
見
し
た
課
題
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

　
講
演
後
に
は

年
に
設
備

投
資
を
行
っ
た
「
元
気
印
の

旅
館
」
と
し
て
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

対
応
の
た
め
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
の
整
備
な
ど
を
実
施
し
た

ホ
テ
ル
華
の
湯
（
福
島
県
・

磐
梯
熱
海
温
泉
）
、
創
業


周
年
記
念
事
業
で
「
『
い
や

し
』
と
『
く
つ
ろ
ぎ
』
」
を

テ
ー
マ
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

実
施
し
た
ホ
テ
ル
清
風
苑

（
新
潟
県
・
月
岡
温
泉
）
な

ど
を
紹
介
し
た
。

　
２
日
目
の

日
に
は
、
リ

ョ
ケ
ン
か
ら
「
自
活
経
営
ス

イ
ッ
チ
オ
ン
！
　
自
ら
活

動
、
活
性
化
、
自
ら
活
路
を

切
り
開
く
～
ポ
ス
ト
２
０
２

０
年
を
見
据
え
て
～
」
を
テ

ー
マ
に
掲
げ
た
、
２
０
１
９

年
旅
館
の
経
営
指
針
が
発
表

さ
れ
た
。

　
ま
た
、
次
回
の
旅
館
大
学

セ
ミ
ナ
ー
が
、
今
年
７
月
に

群
馬
県
水
上
温
泉
の
み
な
か

み
ホ
テ
ル
ジ
ュ
ラ
ク
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
も
併
せ
て
発
表

さ
れ
た
。

　
Ｒ
ｕ
Ｇ
ｕ
（
ル
ー
グ
ー
、

沖
縄
県
宮
古
島
市
）は
今
月
、

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
型
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
リ
ゾ
ー
ト
「
Ｒ
ｕ

Ｇ
ｕ
」
を
宮
古
島
内
離
島
の

来
間
島
（
く
り
ま
じ
ま
）
で

開
業
す
る
。

　
宮
古
島
の
観
光
資
源
で
あ

る
「
自
然
」
を
最
大
限
に
生

か
し
、
人
や
文
化
、
自
然
の

あ
り
の
ま
ま
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
「
Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ
ｉ

ｎ
ｇ
（
ロ
ー
カ
リ
ン
グ
）
」

を
新
た
な
観
光
形
態
と
し
て

提
案
す
る
同
社
。
ル
ー
グ
ー

で
は
、
島
の
食
材
を
使
っ
た

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
用
意
す
る

ほ
か
、地
元
の
自
然
、文
化
、

食
、
人
の
温
も
り
を
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
島
唄
の
ラ

イ
ブ
や
星
空
シ
ネ
マ
、
農
業

体
験
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
の
提
供
を
予
定
し
て
い

る
。

　
宮
古
空
港
か
ら
車
で

分

の
場
所
に
開
業
す
る
同
施
設

は
、
自
然
の
造
形
を
生
か
す

た
め
、
客
室
に
ト
レ
ー
ラ
ー

ハ
ウ
ス
を
採
用
。
よ
り
自
然

を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
設

計
し
た
。
客
室
は
全

棟

（
各
棟
１
室
４
人
ま
で
宿
泊

可
能
）
で
、
価
格
は
１
棟
当

た
り
１
泊
４
万
円
（
季
節
変

動
あ
り
）
。

　
か
ら
く
さ
ホ
テ
ル
ズ（
東

京
都
港
区
）は

月

日
か

ら
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿
で
ホ

テ
ル
宿
泊
券
が
当
た
る「
第

４
弾『
日
本
の
冬
を
楽
し
も

う
♪
い
い
ね
！
ｏ
ｒ
日
本
の

冬
景
色
写
真
投
稿
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
』」を
開
始
し
た
。普
段

撮
影
し
て
い
る
写
真
の
投
稿

を
促
し
、誘
客
へ
の
き
っ
か

け
を
作
る
。２
月

日
ま
で
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
同
ホ

テ
ル
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
フ

ォ
ロ
ー
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

告
知
投
稿
に「
い
い
ね
！
」、

ま
た
は
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
「
＃

ｋ
ａ
ｒ
ａ
ｋ
ｓ
ａ
ｎ
ａ
ｖ

ｉ
」
を
付
け
て
日
本
の
冬
景

色
の
写
真
を
投
稿
し
た
人
を

対
象
に
、
抽
選
で
７
人
に
同

ホ
テ
ル
が
利
用
で
き
る
ペ
ア

宿
泊
券
（
１
泊
朝
食
付
き
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
も
の
。

写
真
は
、
街
を
彩
る
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
や
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
、
雪
だ
る
ま
な
ど
冬

に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

何
で
も
投
稿
が
可
能
だ
。

　
同
ホ
テ
ル
は
、
大
阪
、
京

都
、
北
海
道
で
計
５
棟
を
運

営
し
て
い
る
。
５
月
に
は
東

京
都
港
区
、
７
月
に
は
東
京

都
中
央
区
で
開
業
を
予
定
し

て
い
る
。

　
ヒ
ル
ト
ン
大
阪（
大
阪
府

北
区
）は
今
春
、ホ
テ
ル
最
上

階
の

階
に
新
た
な
ス
カ
イ

バ
ン
ケ
ッ
ト
ル
ー
ム
を
オ
ー

プ
ン
す
る
。ス
カ
イ
バ
ン
ケ

ッ
ト
ル
ー
ム
に
は
１
１
１
平

方
㍍
と
２
７
９
平
方
㍍
の
宴

会
場
を
２
部
屋
追
加
。最
大

収
容
人
数
を
２
０
０
人
増
や

す
と
と
も
に
、Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
な

ど
団
体
利
用
を
拡
大
す
る
。

　
２
０
１
８
年
４
月
に
は
、

二
つ
の
宴
会
場「
京
都
」「
奈

良
」を
追
加
し
て
お
り
、計


室
の
宴
会
場
と
な
っ
た
。


